
1月2日に起きたタンカー・ナホトカ号の事故に

よる重油流出は，流出した多量の重油が日本海沿

岸各地に漂着し，その状況や回収作業の様子が連

日報道されています。しかし，現地から離れた地

域で報道される情報はどれも概ね似通っており，

各地域での漂着状況や回収状況，環境への影響な

どの詳細はわかりません。従来ですと，これ以上

の詳細な情報入手は難しかった。しかしながらネ

ットワークの時代はこうした状況を一変させつつ

あります。例えば，関係する各県や省庁のホーム

ページにアクセスしますとそれぞれが関連情報の

ページを開設しており，報道機関に提供された情

報やそれに近いものが容易に入手可能となってい

ます。後半の「インターネット情報」では，その

一部を紹介します。

福井県立大学のホームページでは，この事故に

関する基本的な疑問点への回答などとともに学生

に積極的なボランティア活動への参加を呼びかけ

ており，インターネットでのボランティア情報の

提供のためにM A Cが使えるボランティアを募集

していました。阪神淡路大震災を契機に着実にボ

ランティア活動が根付きつつあり，様々な形での

参加が可能となってきているようです。

日本分析化学会のホームページの作成や運営も

有志による協力により行われていますが，そろそ

ろ体制の整備が必要でしょう。学会誌や学会関係

のお知らせなどの情報を迅速に提供する一方で，

分析に関するどのような情報をどのように提供し

て行けばよいのか検討を開始する必要がありま

す。リンクサービスにしても内容を検討する必要

があり，会誌編集委員会と同様に掲載内容の企

画・情報の収集・編集などを担当する専門の委員

会の設置が必要なのかも知れません。
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インターネット情報

ナホトカ号油流出事故関連の

ホームページは，関連する各県

や各省庁のホームページ内に掲

載されています。それぞれが独

自の情報を提供している他，相

互にリンクははられていますの

で，どこか１カ所にアクセスす

れば，後はリンクをたどって行

くことができます。

ここでは，船首部分が漂着し

大量の油が漂着した福井県のホ

ームページにアクセスしてみま

した( h t t p : / / w w w . p r e f . f u k u i . j p )。

冒頭のページにナホトカ号関連

のページへのリンクが表示されていますので，

まずここアクセスします。右上に示すように

ボランティア関連から事故への対応，関連サ

イトへのリンクなどが表示され，現在までの

油の漂着，回収状況の詳細を知ることができ

ます。関連リンク先（右中）は，他府県や海

上保安庁，環境庁などが選択でき，海上保安

庁の関連ページでは，事故後の漂流油および

漂着油の状況の地図（右下）を見ることがで

きるほか，沈没している船体の破断面図，沈

没状況（左下），タンク配置図なども提供して

います。環境庁のサイトでは，環境分析の結

果や鳥などへの影響調査報告を知ることがで

きます。これらからはリンクしていませんが，

過去の大規模な原油流出事故の調査報告の

Webサイトもあり貴重な情報を入手できます。

「ぶんせき」誌，本欄そしてホームページ

へのご意見，ご要望やアイディアをお待ちして

おります。

〔「ぶんせき」編集委員会〕


